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１．研究計画の概要 
この研究の発端は、1992 年、家本、大田、

玉野の結果「最小非可算順序数の 2 つの互い
に素な stationary sets の積は、normal でも
countably paracompact でもない」である。
κ -normal 、 subnormal や strongly 
zero-dimensional は normal に 、 ま た
countably metacompact は countably 
paracompact に近い位相的性質として知ら
れている。また、 normal と countably 
paracompact は積空間の理論において密接
な関連を持っていることが知られている。そ
の後、本研究代表者らのグループの一連の研
究成果としてκ -normal 、 subnormal 、
strongly zero-dimensional と countably 
metacompact は最小非可算順序数の 2 つの
部分空間の積に保存されることが知られて
きた。更に、strongly zero-dimensional と
countably metacompact は順序数の有限個
の部分空間の積に保存されることがわかっ
てきた。一方、κ-normal、subnormal は最
小非可算順序数の３つの部分空間の積には
一般には保存されないことがわかってきた。 
本研究は、集合論的な手法を利用して、次

を明らかにすることを目的としている。 
(1) 二 つ の 積 で normal と countably 
paracompact の違いを明確にする。 
(2) 二つの積で成り立つが、三つの積で成り
立たない位相的性質を見つける。 
(3) 有限積で成り立つ性質が、どのような場
合に無限積に保存されるかを考察する。 
 
 
２．研究の進捗状況 
研究計画の(1)については「V=L を仮定すれ

ば、最小非可算順序数の 2 つの積の normal
空間は countably paracompact である」が研
究代表者らによって示されたが、無矛盾な反
例を作るためには club guessing sequenceを
利用するのが有効であろうと予測している
段階である。(2)については研究代表者のパー
トナーである平田氏によって、collectionwise 
Hausdorff がそのような性質であることを見
つけた。(3)については順序数の無限積の稠密
部 分 空 間 で あ る σ 積 は strongly zero- 
dimensional までわかっているが、順序数の
一般の無限積がどうであるかはわかってい
ない。 
 その一方で、これらの積の理論や集合論の
技術が、順序数の hyperspace の理論に応用
できることがわかり思わぬ方向に展開して
いる。 
 
 
３．現在までの達成度 
 当初の目的以外の方向へも展開している
ことを加味すれば、おおむね順調に進展して
いる。 
② おおむね順調に進展している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 hyperspace への積の理論や集合論の技術
の導入は、全く新しい手法であり早めに理論
のベースを構築する必要がある。最終年度は
有限積、無限積の理論の応用としての、
hyperspace の位相的性質の解明に力を入れ
たい。 
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